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1．SDGs

SDGs（持続可能な開発目標）という言葉を

聞くようになって久しい。2015年に国連で採

択された17の目標からなるこのSDGsは持続

可能な開発のための2030アジェンダの一部で

ある1。WIPOも国連専門機関であり、SDGs

に様々な形で貢献している。そのうちの一つが

WIPO GREENである。WIPO GREENは気候

変動や環境問題などの解決のための技術を提供

するプレイヤーと技術を求める側のマッチング

を実現するための仕組みである。

2023年9月の国連総会に先立ちSDGサミッ

トなどが国連本部で開催されたが、その中で

WIPO GREENも気候変動に対する革新的なデ

ジタルソリューションとして紹介された2。

2．WIPO GREEN 10周年

そのWIPO GREENも2023年11月で10

周年を迎えた。10周年の節目を迎えるにあた

り、持続可能で再生可能な未来のために環境保

全技術が果たす役割について深堀りするための

シンポジウムを開催した。残念ながら本稿が読

まれる時にはシンポジウムは終わってしまって

いるが、プログラムはウェブサイト上でご覧い

ただけるので多少なりとも雰囲気は感じていた

だけるかもしれない3。

3．出会い系サイト?

WIPO GREENは気候変動や環境問題を解決

するためのマッチングのデータベースであるこ

とは上述のとおりであるが、およそ13万件の

データが蓄積されており、この手のデータベー

スとしては数多くの技術情報にアクセスでき

る。技術を提供する側が登録した技術情報にア

クセスし、技術を求める側がライセンス交渉な

どを行い実際の事業を実現する、というのが最

も典型的なマッチングのパターンであろう。

WIPO GREENでは技術を求める側が欲しい技

術を登録することもでき、逆にこの欲しい技術

を見た提供者側が、技術の提供のためにコンタ

クトする、ということも考えられる。いずれに

せよ、データベース上の情報をベースに技術を

提供する側と技術を求める側のマッチングを実

現するのが狙いであり、ある意味、技術の世界

の出会い系サイトである。

ただ実際は机上のセオリーどおりとは限らな

い。WIPO GREENに限らず、他の技術移転の

枠組みでもそうであるが、実際のマッチングに

辿り着くことは容易ではない。WIPO GREEN

には13万件のデータがある一方で、マッチン

グが成立した数はごく限られている。

例えるならば、お見合いサイトで登録はあっ

て、お見合いはしているかもしれないが、ご成
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婚にまで至るケースが劇的に少ないのである。

なぜか。明確な理由が分かれば苦労しない、

と言ってしまえばそれまでであるが、考えられ

る理由は種々あろう。

例えば、技術を求める側にとってWIPO 

GREENはさほど認知されておらず、環境技術

を探す場合にWIPO GREENを利用してもら

う機会が少ない。また、技術を提供する側にお

いて技術は無料で提供しなければならないとい

う誤解がある（無料である必要はなく、水面下

の交渉で両社が合意する条件でライセンスすれ

ばよい）。さらに実際に技術移転が行われても

それを公にしたくなく合意の事実がオープンに

ならない、などが挙げられる。

人間の世界に目を向ければ、よくお見合いに

は仲人さんがいて、候補の情報（写真、経歴）

を持って紹介する、ということがある。このよ

うな方々は往々にして色々な人脈、情報を持っ

ていて、○○さんはこういうタイプだからこの

人を紹介してみると合うのでは、などと双方の

間を取り持ったりする。WIPO GREENにもこ

のようないい意味での世話を焼く、お互いを紹

介する、といった仕組みが必要かもしれない。

さらにはAIを使って、この技術はここに適

用できるのではという分析ができるかもしれな

い。これを踏まえてお互いを紹介してお見合い

してもらえば、ご成婚率が上がる可能性も広が

るかもしれない。

4．10歳って?

10歳と言えば、小学校4年生。もうよちよ

ち歩きの赤ちゃんなどではなく、色々なことが

できる年齢である。10歳以下で天才子役と言

われる子供たちもいる。モーツァルトは5歳で

作曲をしたとされる4。もちろん、多くの10

歳は社会に出ているわけではなく、まだまだ学

んだり経験しなければならないことも多い。今

後、WIPO GREENが技術の出会い系サイトと

して更に成長し、ご成婚件数が増えていくこと

を願っている。

1  英文https://sdgs.un.org/2030agenda、日本語仮訳
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